


































































































































































































































































































































































































・2014 年ガス・プロム平均輸出価格 ：（非 CIS 諸国） $341（▲ 11.4%）、（CIS 諸国） $272 （▲ 1%）
・ウラル原油平均輸出価格：  2014 年　$97.60 / b（予算案 $100）（$712 ／屯）










































































































































が 63.1％、「良いと思わない」が 23.0％だった。＜ NNN電話世論調査＞【調査日】2016
年 11月 18日～ 20日【全国有権者】1644人【回答率】43.9％
日露の領土問題は、プーチン大 、ロシア
20
随分先の話なの
ですね。
21
22
1.日魯通好条約（1855年）
日本は、ロシアに先んじて北方領土を発見・調査し、遅くとも 19世紀初めには四島の実効的支配を確立しました。
19世紀前半には、ロシア側も自国領土の南限をウルップ島（択捉島のすぐ北にある島）と認識していました。
日露両国は、1855年、日魯通好条約において、当時自然に成立していた択捉島とウルップ島の間の両国国境を
そのまま確認しました。
2.樺太千島交換条約（1875年）
日本は、樺太千島交換条約により、千島列島（＝この条約で列挙されたシュムシュ島（千島列島最北の島）から
ウルップ島までの 18島）をロシアから譲り受けるかわりに、ロシアに対して樺太全島を放棄しました。 
23
3.ポーツマス条約（1905年）
日露戦争後のポーツマス条約において、日本はロシアから樺太（サハリン）の北緯 50度以南の部分を譲り受け
ました。
4.サンフランシスコ平和条約（1951年 9月）
日本は、サンフランシスコ平和条約により、ポーツマス条約で獲得した樺太の一部と千島列島に対するすべての
権利、権原及び請求権を放棄しました。しかし、そもそも北方四島は千島列島の中に含まれません。また、ソ連
は、サンフランシスコ平和条約には署名しておらず、同条約上の権利を主張することはできません。 
■第五報告「中ロ関係は蜜月・安定に向かうのか」
酒井明司（三菱商事シニアアドバイザー）
私が最後の登壇者になります。三菱商事の酒井です。よろしくお願いいたします。ほか
の方々はロシアとかヨーロッパ、あるいは露日関係についてお話ができるのですが、今回、
私にはなぜか中国とロシアの関係というお題がまいりました。私自身はロシアを専門にし
ているという関係で、あくまでロシアの視点、あるいはロシアで得られる情報が主とした
ベースとなってどう中ロ関係を見るかということでお話を申し上げたいと思います。
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結論から申し上げますと、中ロ関係に対する関心というのは、本当に中ロというのはど
こまで仲よくやっていけるのかという点あり、それを巡って多くの議論がなされています。
大体私がざっと見た限り、中ロ関係に関する 8割方の議論というのは、ヨーロッパでもア
メリカでも、そして日本でもその点に集中しているようです。
これについてはいろいろな意見が分かれておりますが、大きく言って、絶対に、結局、
大国同士というのは仲よくなれないだろうという見方もあるとすれば、我々としてはうか
つに中ロが簡単に離反すると油断してはならないという警戒論もあります。
私自身は、後でご説明いたしますように、現在まで中ロ関係というのはかなりのところ
まではやってきたなと思います。しかしながら、今年、あるいはさらに来年といったこれ
からを見ますと、2つの大きな要素―1つは、中国の内政と経済。もう 1つは、米ロ関係、
米中関係がどう動くかによって、場合によってはかなり不安定なものになることもあるか
もしれないというものです。
まず、簡単に 1960年ごろからの中ロ関係というのをザッと見ますと、5つぐらいの時
期に分かれます。一番最初の一番長い時期なのですが、60年から 80年代の終わりぐらい
までの時期です。この間、約 20年強の間というのが、歴史でご覧になった方もいらっしゃ
ると思いますが、中ソ対立という、同じ共産主義を標榜する国家同士でありながら、大変
激しい対立を起こした関係です。その対立がピークに達しましたのが大体 1968年から 69
年ごろ。68年といえば、ご記憶の方もいらっしゃると思いますが、プラハの春という事
件をソ連が起こしました。そして、69年だったと思いますが、ダマンスキー島事件で実
際に中ソの軍隊同士が衝突を起こしました。先ほど本村さんから、ソ連からヨーロッパへ
のガス輸出が、69年の末ごろに合意されたと。それを推進したのがドイツのブラント首
相の東方政策だったということもあったわけですが、ソ連側にもそれを受け入れる余地が
あったということなんです。
その余地は何かと言いますと、当時、ソ連は中国と一戦交える事を覚悟していたと言わ
れています。そうなりますと、西側と中国の東西の両フロントで同時に戦争を起こすこと
は不可能だとソ連は見ている。したがって、そのためにどうしてもヨーロッパ側とは、そ
れがどれだけ続くかはわからないにせよ、和平の状態をつくる必要があったということで、
この東方政策を受け入れたという解釈がなされています。
ですから、多少冗談っぽく言えば、あるいは春秋の筆法をもってすれば、ソ連、今のロ
シアからヨーロッパ向けのガスの輸出というのを成功させた功労者は、実は毛沢東だった
ということになるのかもしれません。
その後、1990年代。これは、ロシアの経済の混乱もありましたし、中国も 89年の天安
門事件の後遺症というものがありました。こういうことから、言うならば徐々に徐々に回
復はありましたが、大きな進展が特にあったと言える時期ではない。
それから、その次の時期。2000年代に入りまして、ここでも政治外交の面で大きなデ
ベロップメントがあったかどうかについては議論があるところですが、経済では大きな変
化がありました。それは言うまでもなく 2001年に中国がWPOに加盟したことによって、
ご存じのように中国経済が急速に拡大をした点です。それに連動いたしまして、中ロの貿
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易も、大体往復で 100億ドルから 800億ドルに増えたわけです。
さらに、もう 1つ重要なことは、100億ドルに至るまでの時期というのは、大体がロシ
アの出超でした。ところが、2006年か 2007年だったと思いますが、出入超が逆転いたし
ました。以来、ロシアは中国に対して現在も貿易赤字国になっています。
つまり、中国からのロシアへの輸出が猛烈な勢いで増えたということです。その流れの
中でロシアの極東あるいは東への開発という東方政策。これと、それから経済の勢いが連
動した形になったということです。
しかしながら、本当の意味でそれが序章だとすれば、中ロは緊密で、メディアによって
は蜜月状態になったと断言するところまできたというのは、やはり 2011年から 2014年あ
たり。とりわけ 2011年から 12年、メドベージェフの最後の時代、2012年はロシアでプー
チンが二度目の大統領、第 2期を務めることになり、そして中国では習近平が共産党の総
書記の立場に立つことになりました。やはりこの 2人の間の個人的な関係、つながりの強
さというものは、現在の中ロ関係の安定要素の大きな要素の 1つだと私は思います。
これに加えまして、2014年に発生いたしましたウクライナ問題。当然のことながら、
それまで既に東進政策、東に進む政策ということを、ロシアは、プーチンが声を枯らして
進めようとしていましたが、さらにそれを加速する形で、つまり、ヨーロッパとはもうやっ
ていられないという雰囲気を生んだという意味で進められた。それが中ロ接近の度合を大
きく深めたとまわりに見えたということではないかと思います。
しかしながら、一番近々の 2015年から 16年にかけては、ロシアの論調の中で表立って、
中国に対する失望感というものがかなり多く書かれるようになりました。これは、逆に言
えば、2010年のあたりで、ロシアの中国に対する過大な期待というものがあったわけです。
つまり、確かにとてつもない巨大な経済体に発展した中国。言い換えれば、あの中国に頼
めば何でもやってくれるんじゃないかという、はっきり言うと安易な期待感というのがロ
シア側で年々広がってしまったということも大きな原因です。しかしながら、中国がいか
に共産主義国家とはいえ、実際に国営企業であれ、計画経済であれ、やはり企業としての
経済性、安定の経済性、これは杉浦さんがもう既にご指摘されていらっしゃいますが、日
本だけではなくて、中国だってやはり同じなんです。したがって、上のほうでどれだけ政
府スローガンが流れようと、いざ実際に現場に行って案件を見てみたら、これは何だといっ
てあきれて帰ってきてしまった中国の企業が随分いたという話を聞いたことがあります。
残念なことに、ロシアはそこのところに、ロシアというかロシアの企業、一般の人々は考
えが及ばなかったのですね。それが現在である若干の失望感というものだと思います。
一般的に、国際政治における国家間同士で相思相愛とか、完全なる信頼関係というのは
絶対に存在しないと私は思っています。ですから、これからは私自身の主観的なたとえで
数字であらわしますが、こうした本当の完全な相思相愛の状態を 100点とすれば、それは
世の中に存在しない。ギリギリいって、多分、感覚で言いますと、80点ぐらいあればも
うそれが実際のベストだと思います。その 80点とは何かというと、形で言えば、恐らく
軍事同盟、経済同盟だろうと思います。
その面で見てまいりますと、先ほど申し上げました、もちろん中ソ対立というのは大変
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激しかったわけですけれども、あの時点というのは恐らく 5点から、ギリギリ甘めに見て
20点ぐらいまで行ったのではないか。つまり、現実の 80点から見れば、4分の 1までい
けたかどうか。それから、理想的な、アイデアルな国家関係というのが、そんなものは存
在しませんけれども、それから見ればせいぜい 20点、赤点もいいところです。
それがその後、90年代から、それから 2000年代になって、大体甘めに見て 40点ぐら
いまでいったかな。その 40点ぐらいまでいったものを、多分、60点ぐらいまでに引き上
げたのがプーチンの第 2期と習近平のコンビだったのではないかと思います。
では、なぜ中ロの関係で 80点があり得ないのか。それは、先ほど同盟のことについて
申し上げましたけれども、中ロ同盟は多分ないだろうということからなのです。では、な
ぜ中ロ同盟がないのかといいますと、それは中ロがお互いに信頼し合っていないからとい
うよりも、国が大きすぎて地理的にもお互いに範囲をはるかに超えるところで起こった問
題に首を突っ込むことは不可能だからです。具体的な例を挙げれば、ロシアと NATOが
対立している。何かが起こったときに、中国がロシアに加担して参戦する義務を負うとい
うことが考えられるかというと、まずないと思います。逆に同じことは、中国が南シナ海
とか東シナ海で問題を起こしたときにどうか。やはりロシアは参戦できないと思います。
同盟というのは、相手が第三国と問題を起こしたときに、自分が第三国と関係なくても加
わらなくてはいけないということです。それはあり得ないということだと私は思います。
中ロ関係の安定要因は、一番大きいのは何と言ってもアメリカが共通の敵だという点で
す。敵というのは言い過ぎかもしれませんけれども、厄介な相手だという意識がある。そ
れから、それほど大きくないにしても、しかし無視はできないのが反イスラム、反テロ。
とりわけロシアも北コーカサス、中国もウイグルという問題を抱えている。そして、中国
とロシアの間には、これからイスラムがどんどん浸透するのではないかと懸念されている
中央アジアがあります。こうした問題を含めて共通の利害を持っている。
3番目は、両国間の経済関係の拡大。とりわけ量的なものに加えましてエネルギー。今
現在は石油ですけれども、これからガスが入ってくるといわれています。
そして、4番目にプーチンと習近平の個人的な関係。1つロシアの新聞が伝えたところ
を申しますと、2013年 3月に国家主席になりたての習近平が初めて選んだ外遊先がロシ
アでした。そのロシアで、プーチンと会談を行った後、その記者が書いた記事をそのまま
信用すれば、習近平がプーチンのところに歩み寄ってきて、「あなたと私は性格が似てい
ますね」という言い方をしたんだそうです。中国ウォッチャーの方が書かれているものを
見ましても、どうやら中国政府にとってプーチンは大変高く評価されているようです。書
き手によっては、プーチンのやっていることは、習近平から見るとまさに惚れ惚れとした
ものだと。つまり、習近平にしてみれば、自分もああ動いてみたい。ロシアという国は、
アメリカと比べて経済で 10倍以上違います。10倍以上違う相手に対して互角以上の戦い
をプーチンはやっている。まさに習近平にしてみれば、自分もああやってみたいというの
はわからないでもないところだと思います。
マイナス要素は何があるかということですが、マイナス要素は、先ほどちょっと申し上
げましたけれども、1つは中国の国内の政治、つまり、習近平はこれから本当に盤石でやっ
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ていけるのかどうかというところ。それから、これはもうさんざんメディアに書かれてい
ますけれども、中国経済です。2013年の終わりあたりごろから、どうも中国神話という
のが、つまり、必ず高成長を遂げるという神話が崩れ始めたようです。やはり政治と違い
まして、経済の世界というのは状況がおかしくなったなと思うと、みんな一斉に逃げ出し
てしまうんですね。言いかえれば、中国のすごさというのは、中国の方がいらっしゃると
申しわけないのですが、我々の受けとめ方だと、やっぱりお金だったんです。もしそれが
なくなり始めたならば、途端にみんな離れていくという。そして、ある方に伺ったんです
が、そのことを実は中国の政府の方が一番よくご存じなんです。
それからもう 1つは、今のトランプ政権のもとにおける中国とロシア、中国とアメリカ、
この関係がどうなるか。言いかえれば、アメリカとロシアの関係がよくなるということは
プーチン大統領の望むところなんですが、その状況において、アメリカと中国の仲が悪く
なってしまったときに、もし中国がロシアに何らかの助けを求めてきたときに、一体プー
チンはどう応えたらいいのか。非常に厄介な問題を抱え込むことになります。
現在のメディアでは、あたかもトランプ政権になるとロシアはやりやすくなるのだとい
うことばかりが書いてありますが、私は必ずしもそうは思いません。例えば、シリア問題
について。仮にトランプがプーチンに対して、「あとはあんたの好きなようにやってくれ」
と言い残していなくなってしまったらどうなるかというと、一番困るのはロシアなんです。
ロシアが自分の経済力とか自分の人的資源だけで中東をコントロールするなんてできっこ
ないということを実はプーチンが一番よく知っているわけです。アメリカと協働して初め
て何かができるという前提があるわけです。その意味で、トランプとプーチンのボタンの
掛け違えというのは、これからも起こり得るだろうと思います。
それから、ご参考までにですけれども、資料の一番最後に地図を付けました。これは東
大の川島先生の論文から拝借してまいりました。1920年代から 30年代にかけて、当時大
陸にあった中華民国。これはその学校の教科書に使われている地図なんだそうです。ちょっ
と色刷りではないのでおわかりにくいかもしれませんが、要は、中国の勢力範囲というの
はこれだけあったんだということです。この赤い線ですね。見にくいかもしれませんが、
その内側に点線がずっと入っています。そこまで中国というのは、諸外国から圧力を受け
て縮められてしまったのだということを共産主義ではない時代、1920年代から 30年代の
中華民国で教えていたということなんです。これは余談になりますけれども、ご覧になっ
ておわかりのとおり、赤い線の中国側に、例えば、沖縄とか南西諸島が全部入っています。
それから、「九段線」といって南シナ海は、中国が全部俺のものだと言っている。なぜそ
んなことが言えるのか。しかし、この地図を見ておわかりのとおり、彼らのある感覚によ
れば、インドシナ半島もマレー半島も、全部中国なんです。だから、南シナ海は俺のもの
で当然だろうというのが彼らの考え方ということになるかもしれません。
これをベースに、先ほど大野さんが言われました 2013年 9月に香港の文匯報（ぶんわ
いほう）という新聞に、これから中国が行わなければならない 6つの戦争という記事があ
ります。無署名です。その記事の内容というのは、ここに書きましたけれども、台湾の統
一から始まりまして、最後は対ロ戦争という 6つなんです。もちろんこれはある種の戯作
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文ですね。まじめな文とはもちろん言えないわけですが、ただし、文匯報というのは、中
国共産党の息がかかった新聞と言われています。そして、この記事そのものが、その後に
どうも北京の新聞、それが人民日報だったか、環球時報だったかに、転載されたそうです。
したがって、これはある種の中国共産党の意を受けた文章だということは言えると研究者
の間で受けとめられています。確かに、この 6番目の中ロの問題、戦争可能性があること
をロシア側は非常に嫌う、恐れる。
けれども、私はもう 1つ別の問題として見たいのは、6つの戦争を並べて、ロシアが一
番最後にやって来る点です。それは、中国側からすると、今決してロシアと事を構えては
ならないという意味なんです。言いかえれば、中国の現在の課題要求は、台湾であり、そ
して南シナ海。それをやっている最中に北から襲われることを中国は最も恐れています。
そういうことで、安全弁として、中ロの関係の戦争というのは、ちょっと当面は考えられ
ないだろうということは言えます。
最後です。中ロ関係を、日本にとってどう捉えるかというと、大野さんが既にお述べに
なりました。私自身はロシアをやっている、それから、ここにもロシアをフォローされて
いらっしゃる方がたくさんいらっしゃると思うのですが、そういう方にも、ずばり言って
日本にとって日露関係というのは最も重要な分野ではないと思っています。何が一番重要
かというと、日中関係です。恐らくこれから 1世紀先、2世紀先も中国とどう付き合うか
ということが日本にとって最大の問題になると思います。その問題の中で日露関係という
のをどう組み込んでいくか。もちろんいろいろな難しさはあるでしょうけれども、現在、
安倍首相はそうお考えになっていらっしゃると一部で報道されていますが、やはりどう
やって中国とロシアの間で距離を置いてもらうか。言いかえれば、中国とロシアが一緒に
なって日本に対して圧力をかけてくるという状況をどう避けたらいいか、避けさせるか。
これがやはり日本の外交の今後の基本にならざるを得ないだろうと思います。
商売、エネルギーの取引の関係で、中ロの関係がどう日本に与えるかということになり
ますと、やはり 2つほど。1つは、やはり石油。ようやく太平洋側に石油が出てきましたが、
最近中国の買いが非常に激しいようです。これははっきり言うと、政治が絡んでいるとは
有り得ないとは言いませんけれども、表向きはテンダー方式といいまして、1回ごとの売
りに対してセリをかけて高い値段を入れたところが買っていくというパターンです。残念
ながら、このセリで日本勢は昨年はかなり中国に負けました。言い換えれば、中国がより
高い値段で買っていってしまうわけですね。これをやられたら、日本の企業は残念なこと
に、尻を持ち込む場先がありません。したがって、日本は石油が欲しいのですけれども、
この点で中国と奪い合いが起こるという問題があります。
今 1つは、やはりロシア国内での、これは石油、それからあとガス、石炭もありますけ
れども、こうした資源の開発。ここで中国企業と競合になる。中国のほうがより有利な条
件を出し惜しみません。以上です。
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シンポジウムの最後には、全体討論の時間が設けられ、各報告への質疑応答が活発に行
われ、エネルギー安全保障を中心とする日ロ経済協力の可能性がグローバルな視点から議
論された。率直な議論と意見交換を通じて、国際関係にエネルギー安全保障がどのような
影響を及ぼしているのかについて我々の認識を深めることができた。
図 10　日露地図
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